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千
枚
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サ
ミ
ッ
ト

九
月
八
日
・
九
日
、
第
二
十
四
回
全
国

棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
が
長
野
県
小

谷
村
で
開
催
さ
れ
、
高
橋
孝
行
、
夏
目
宏

一
、
小
山
孝
夫
、
松
下

誠
、
原
田
武
典
、

原
田
英
史
、
田
中
幸
夫
、
丸
地
典
利
、
山

中
哲
郎
、
高
橋
義
昌
、
柴
田
賢
治
郎
、
小

山
舜
二
が
参
加
し
た
。

開
催
趣
旨
等
は
前
号
に
記
載
し
た
の

で
省
略
す
る
。

一
行
は
、
早
朝
五
時
半
出
発
。
午
前
中

の
基
調
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
た

だ
、
残
念
な
こ
と
に
会
場
が
体
育
館
の
た

め
、
講
演
者
の
声
に
エ
コ
ー
が
効
き
す
ぎ

て
聞
き
づ
ら
か
っ
た
の
が
難
で
あ
っ
た
。

午
後
の
分
科
会
で
は
「
ま
も
り
び
と
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
一
部
に
全
員
参
加
、
事
例

発
表
を
聞
き
、
他
の
分
科
会
へ
、(

舜)

は

二
部
に
参
加
、
棚
田
保
全
へ
の
想
い
を
喋

り
す
ぎ
る
く
ら
い
に
発
言
し
た
。
部
会
で

収
集
し
た
主
な
事
柄
は
①
棚
田
米
が
す

べ
て
美
味
い
訳
で
は
な
い
。
高
単
価
で
取

引
の
話
が
あ
る
と
、
化
学
肥
料(
窒
素
系)

で
収
量
の
増
加
を
図
る
な
ど
、
品
質
低
下
、

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
招
き
、
そ
の
調
整
に

五
年
も
費
や
し
た
。
②
政
府
買
上
げ
価
格

に
㎏
六
十
円
を
市
で
補
填
す
る
。(

例:

出

荷
価
格
九
千
円
＋
補
助
金
＋
三
千
六
百

円)

と
直
払
い
で
何
と
か
…

交
流
会
は
、
全
国
の
百
姓
衆
が
一
堂
に

集
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

翌
日
の
現
地
視
察
は
複
数
の
棚
田
見

学
が
行
わ
れ
た
が
、(

舜)

の
イ
メ
ー
ジ
で

は
小
谷
村
は
イ
ワ
ナ
増
殖
技
術
の
確
立

の
原
点
で
あ
り
、
超
山
奥
と
認
識
し
て
い

た
が
、
一
枚
の
田
ん
ぼ
が
二
十
～
三
十
㌃

も
あ
る
大
き
な
段
々
田
ん
ぼ
で
、
「
あ
ん

な
、
大
き
な
田
ん
ぼ
は
作
る
の
は
嫌
だ
…
」

な
ど
、
参
加
者
の
率
直
な
気
持
ち
が
で
た
。

来
年
の
開
催
地
、
山
口
県
長
門
市
か
ら

大
勢
が
駆
け
付
け
、
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
。

呑
み
、
喰
い
を
チ
ョ
コ
ッ
と
控
え
、
銭

を
貯
め
て
、
大
勢
で
行
か
ま
い
か
ん
…
。

今
年
の
稲
の
出
来
具
合

今
年
は
、
獣
害
も
な
く
、
稀
に
見
る
豊

作
と
、
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た
が
、
台
風
二

十
一
号(

九
月
四
日)

が
起
因
し
た
長
雨

で
稲
穂
が
芽
生
え
て
し
ま
っ
た
。
発
芽
し

た
稲
穂
同
志
が
絡
み
、
バ
イ
ン
ダ
ー
で
の

稲
刈
り
も
困
難
を
極
め
、
多
く
の
百
姓
は

軽
ト
ラ
に
バ
イ
ン
ダ
ー
を
乗
せ
、
農
機
具

屋
に
診
察
や
ら
入
院
な
ど
と
飛
び
回
る

姿
が
垣
間
見
ら
れ
た
。
半
世
紀
以
上
も
百

姓
を
し
て
い
る
が
、
台
風
で
も
こ
ん
な
こ

と
は
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
熱
暑
と
長
雨

の
影
響
で
あ
ろ
う
。
芽
生
え
た
稲
は
山
へ

捨
て
る
と
害
獣
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に

も
な
る
。
面
倒
で
も
田
ん
ぼ
の
畔
や
は
ざ

架
け
で
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
燃
や
す
し
か

な
い
。

辛
い
や
ら
…
情
け
な
い
や
ら
…

理
事
会

九
月
二
十
二
日
、
第
二
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。【
特
記
事
項
】

①

秋
の
環
境
整
備
活
動
に
つ
い
て

十
一
月
十
八
日(

日)

、
午
前
八
時
か
ら

草
刈
り
作
業
。
午
後
一
時
か
ら
木
橋
の
防

腐
剤
塗
装
作
業
。
な
お
、
午
後
の
部
は
一

般
も
呼
び
か
け
る
。

②

収
穫
感
謝
祭
開
催
に
つ
い
て

十
二
月
九
日(

日)

、
地
域
内
外
か
ら
の

集
客
を
図
り
、
餅
つ
き
を
メ
イ
ン
に
各
種

物
販
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
協
力
を
得
て
、

一
年
を
感
謝
で
締
め
く
く
る
。
等
々

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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侵
入
防
止
柵
の
効
果

四
谷
の
千
枚
田
は
、
チ
ョ
ッ
ト
前
ま
で

は
名
古
屋
や
浜
松
方
面
な
ど
、
近
郊
か
ら

の
見
学
者
が
主
で
あ
っ
た
が
、
素
晴
ら
し

い
景
観
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

(

フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
な
ど)

な
ど
に
ア
ッ

プ
。
お
か
げ
で
広
く
知
れ
渡
り
、
年
々
、

訪
れ
る
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
。
特
に
、

三
遠
南
信
道
路
、
新
東
名
開
通
以
降
、
広

く
日
本
国
中
か
ら
訪
れ
る
ま
で
に
至
っ

た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
前
か
ら
は
世
界
各

国
か
ら
の
多
様
性
に
富
ん
だ
環
境
、
農
業

の
研
修
者
が
目
立
っ
て
多
い
。

そ
ん
な
こ
ん
な
も
、
厳
し
い
条
件
に
耐

え
忍
ん
で
守
る
耕
作
者
の
努
力
で
保
全

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
歪
め
な
い
事
実
で

あ
る
。

大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
る
千
枚
田
。
訪

れ
る
の
は
人
間
だ
け
で
な
く
、
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
、
サ
ル
も
遠
慮
会
釈
な
く
訪
れ
、

精
魂
掛
け
て
育
て
た
イ
ネ
を
食
べ
た
り
、

ヌ
タ
を
打
っ
た
り
、
傍
若
無
人
な
横
暴
ぶ

り
で
、
昨
年
、
一
昨
年
な
ど
は
イ
ノ
シ
シ

を
は
じ
め
と
し
た
害
獣
の
被
害
に
遭
わ

な
い
農
家
は
一
軒
も
な
い
ほ
ど
の
被
害

を
被
っ
た
。

棚
田
の
百
姓
は
お
人
好
し
で
、
「
街
か

ら
折
角
見
に
き
て
く
れ
る
だ
で
、
網
や
柵

み
た
い
な
無
粋
な
物
を
千
枚
田
に
張
る

訳
に
ゃ
あ
い
か
ん
…
」
と
、
我
慢
に
我
慢

を
重
ね
て
き
た
が
、
「
も
う
、
限
界
だ
…

田
ん
ぼ
を
や
め
る
し
か
な
い
」
な
ど
の
声

が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
侵
入
防
止
柵
設
置
の

機
運
が
高
ま
っ
た
。
高
橋
伸
治
、
小
山
秀

夫
、
今
泉
雅
男
、
高
橋
孝
行
ら
が
発
起
人

と
な
り
、
耕
作
者
総
意(

ほ
ぼ)

か
ら
設
置

の
賛
同
を
得
た
。
そ
こ
で
、
行
政
、
関
係

機
関
へ
の
申
請
等
々
を
任
さ
れ
た(

舜)

は
「
千
枚
田
を
残
す
か
、
や
め
る
か
」
逼

迫
し
た
窮
状
を
獣
害
対
策
関
係
機
関
に

訴
え
続
け
た
結
果
、
「
鳥
獣
害
防
止
対
策

事
業
自
立
施
工
侵
入
防
止
柵
使
用
貸
借

規
約
」
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

昨
年
末
の
十
二
月
二
十
五
日
、
資
材
が

搬
入
さ
れ
る
と
同
時
に
設
置
作
業
に
取

り
掛
か
り
、
あ
っ
と
言
う
間
の
二
月
二
十

日
に
は
設
置
完
了
と
、
如
何
に
、
被
害
防

止
に
期
待
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
、
会
う

人
ご
と
に
「
よ
か
っ
た
え
ん
…
」
、「
有
難

い
ぞ
ん
…
」
の
声
を
聞
き
、
今
を
以
っ
て

感
涙
の
至
り
で
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
侵
入
防
止
効
果
は
抜

群
で
、
収
穫
真
っ
盛
り
の
現
在
ま
で
に

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
転
落
防
止
木
柵
の

隙
間
か
ら
「
う
り
ぼ
う
」
が
入
り
、
皆
で

追
い
出
し
作
戦
を
行
っ
た
の
と
、
景
観
道

の
扉
が
開
け
ら
れ
た
ま
ま
で
の
被
害
以

外
は
、
ほ
ぼ
無
か
っ
た
。
た
だ
、
県
道
や

市
道
等
は
、
取
り
締
ま
る
権
利
が
な
い
た

め
、
毎
夜
の
爆
竹
作
戦
に
依
存
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
千
枚
田
の
保
存
管

理
に
、
耕
作
者
は
大
き
な
喜
び
と
力
を
得

て
い
る
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

稲
刈
り

○
九
月
十
三
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
一
年
生
は
丹
精
込
め
て
育
て
た
稲
の

刈
り
取
り
作
業
を
行
っ
た
。
稲
の
生
長
調

査
で
は
二
本
植
え
、
三
本
植
え
、
四
本
植

え
の
結
果
か
ら
二
本
植
え
が
優
位
で
あ

っ
た
こ
と
を
学
ん
だ
。

○
九
月
十
三
日
、
市
立
鳳
来
寺
小
学
校
五

年
生
十
一
名
は
四
谷
の
千
枚
田
で
稲
刈

り
を
し
ま
し
た
。
五
月
に
苗
を
植
え
て
か

ら
四
か
月
。
今
年
は
台
風
が
何
度
か
来
ま

し
た
が
、
元
気
に
育
ち
、
た
く
さ
ん
お
米

が
で
き
ま
し
た
。
小
山
さ
ん
や
運
転
手
さ

ん
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
て
い

ね
い
に
稲
を
刈
っ
た
り
束
ね
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食
べ
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

（
鳳
来
寺
小
学
校
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

○
九
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
農
協
こ

ど
も
農
学
校
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
生
放
送
さ
れ
た
。

今
後
の
予
定

・
九
月
三
十
日(

日)

、
し
ん
し
ろ
エ
コ
フ

ェ
ス
タ
出
展

・
十
月
五
日(

金)

、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ア
ラ
イ
ラ
ン
ス
対
応(

現
地
案
内
と
棚

田
っ
娘
に
よ
る
五
平
餅
作
り
の
実
習)

行

平
成
三
十
年
十
月
一
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二


